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2-19-2 金森頼直 

金森氏第 4代城主 

元和 5年（1619）～寬文 5年（1665） 

 頼直は、第 3代重頼の長男で、慶安 3年（1650）父死去に伴い跡を継いだ。承応 2年（1653）、

頼直は、大隆寺を建立した。現在の大隆寺位置より北東 150ⅿ離れた場所にある。頼直は

明暦 3年（1657）1月 18日、江戸大火の際に、駿馬「山桜」に乗って危機を免れている。

名馬山桜は、本町の山桜神社に祀られた。大火の際、幕府へ復興用の檜材 1,000本を献上

した。また、社寺の復興にも力を入れている。 

 万治 2年（1659）、久津八幡宮修復 

 万治 3年（1660）、古川杉本社殿再建 

 万治 3年（1660）、千光寺再興 

 寬文 3年（1663）、病によって剃髪を許され、立軒素白と号した。寛文 5年（1665）6

月、頼直の病気平癒、武運長久を祈って越中の肴屋連中と、金森家の家臣が日枝神社に絵

馬を奉納している。 

 寬文 5年（1665）7月、江戸の金森藩邸において没した。法号は大隆院殿立軒素白大居

士。殉死は禁令になっていたため、殉死者はいない。 
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